














































































































































































































































墳　墓　名 所在 図4 イ　　ロ　　ハ　　ニ　　ホ ヘ　　ト　　チ　　リ 型式 穿孔 調整 備考
宇気塚越1号 石川 14 7．6　　　　6．8　　　　2．8　　　24．8　　　20．00．41　L12　0．27　0．8112a なし ミガキ 加飾
西上免SZO1愛知 15 8．4　　　　8陰0　　　　2．8　　　26．0　　　22．80．35　LO5　031　0．8812a なし ミガキ 加飾

































南志戸川2号 埼玉 26 9．8　　　9．6　　　3．0　　30．75　22．5？0 31　LO2　α31　0．7313a 欠損 ミガキ
東川端 埼玉 25 11．6　　10．2　　　3．4　　32．8　　28．40 33　Ll4　0．31　0．8713a なし ミガキ 赤彩


















































新豊院山D3号静岡 34 6．3　　　　5．65　　　135　　　－　　　　一0．24　L12　　－　　一1’ 欠損 ミガキ？


















茂原愛宕塚 栃木 35 12．85　11．4　　　3．05　32．4　　24．70．2 　1．13　0．35　0．761’3a焼成後 ミガキ 赤彩
廻間SZO1 愛知 39 7．4　　　　7．0　　　　2．6　　　17．2　　　13．10．37　1．06　α41　0．76Ila なし ミガキ
中山36号 長野 50 7．6　　　　7．6　　　　2．3　　　18．8　　　16，80．30　1．00　0．40　0．89Hlaなし 加飾









































倉賀野万福寺1 群馬 51 9．8　　　＆9　　　2．4　　2】．0　　18．4α27　1．10　0．42　0，88H2a焼成後 ミガキ














佐自塚 茨城 52 11．4　　　9．0　　　2．6　　26．O　　l9．00 29　1．27　0．35　0．75皿2a 焼成前 ナデ 赤彩
狐　塚 茨城 60 16．0　　12．0　　　4．4　　36．4　　30．0α37　133　0，33　0．82皿3a 焼成後 ハケメ






































雷神山 宮城 75 17．4　　　10．8　　　6．4　　31．8　　26．40．59　1．61　034　0．83W3a焼成前 ハケメ







































三変稲荷神社 埼玉 81 18．8　　15．4　　　6．7　　449　　　45，70．44　1．22　0．34　1．02IV4b焼成前 ハケメ










勅使塚 茨城 74 14．4　　　9．8　　　5．1　　25．9　　23．35α52　1．47　0．38　0．90IV2b焼成前 ハケメ 赤彩










天神森 山形 73 8．4　　　6．4　　　4．4　　25．5　　25．7α69　1．31　0．25　1．01IV2b焼成前 ハケメ
二重日縁壷B形式
墳　墓　名 所在 図6 イ　　ロ　　ハ　　ニ　　ホ ヘ　　ト　　チ　　リ 型式 穿孔 調整 備考
西上免SZO1愛知 2 一　　　　5．4　　　1．8　　21．6　　　　一0．33　　－　0．25　　一2a 欠損 ミガキ 加飾
神門4号 千葉 1 一　　　　5．2　　　1．2　　13．6　　11．00．23　　一　α38　0．801a なし ? 加飾






























































屋敷内B1号 群馬 9 一　　　　6．4　　　4．4　　　19．6　　16．40．69　　－　033　084la 焼成前 ハケメ？
下郷天神塚 群馬 19 一　　　10．0　　　　5．6　　　　－　　　　一 0．56　　－　　一　　一 焼成前











青塚茶臼山 愛知 31 一　　　13．2　　　　8．8　　　　－　　　　一 0．66　　－　　一　　一 4b？焼成前 赤彩
甲斐銚子塚 山梨 32 一　　　15．6　　10．4　　33．4　　31．40．67　　－　　0．47　0．943b焼成前 ハケメ
二重ロ縁壷C形式
墳　墓　名 所在 図8 イ　　ロ　　ハ　　ニ　　ホ ヘ　　ト　　チ　　リ 型式 穿孔 調整 備考






















墳　墓　名 所在 図9 イ　　ロ　　ハ　　ニ　　ホ ヘ　　ト　　チ　　リ 型式 穿孔 調整 備考
西上免SZO1愛知 3 6．5　　　6．5　　　2．0　　20．9　　16．00 31　1．00　0．31　0．7712a焼成前 ミガキ 加飾









神門3号 千葉 4 7。1　　　7，6　　　　2．4　　　21，2　　　15．60．32　0．93　036　0．7412a なし ミガキ 加飾























































































































































胴部最大径（cm） ～19．9 20．0～29．9 30．0～39．9 40．0～
～0．89 1a 2a 3a???
0．90～1．09 lb 2b 3b 4b
1．10～ 2c 3c
表3　二重ロ縁壷A形式の諸型式一覧表
11a（7） 12a（9） 13a（3）1式 11b（1） 12b（1）
1’式 1’2a（5） 1’3a（1）
皿式 皿1a（10） π2a（6） 13a（1）
皿式 皿1a（2） 皿2a（3） 皿3a（1）
Ma（2） W2a（4） IV3a（5）





















































































































































































頸　部 1式 1’式 H式 皿式 w式??
胴　部 1a　2a　3a1b　2b2a　3a1a　2a　3al 　2a　3al 　2a　3a2b　3b　4b3c
な　し 1　2　1 2 1???
焼成後 1　2 5　1 1 1
焼成前 4　4　1 1 7　5　12　3 2　4　46　2　11
ミガキ 2　6　2 4　1 1　1 1
ナ　デ 2　1 1 1 3 1
???
ハケメ 1　2　1 1 8　5　1 1 2　3　15　2　1
ケズリ 2　1 1
加　　飾 4　2 1


































































































































墳　墓名 長　頸率 体部型式 共伴A形式 東海系土器
西上免SZOl 033 2a 12a 廻間皿式前葉
神門4号 0．23 la 廻間H式後葉
前橋天神山 0．56 a Ia
倉賀野万福寺1号 0．42－0．53 2a 皿2a 廻間皿式前葉
元島名将軍塚 0．44－0．46 3a 廻間皿式中葉
下郷SZO1 0．27－0．53 2a，3a 12a，1’2a
御正作1号 0．41 3a 廻間皿式中葉
堀ノ内CK－2 0．22－0．45 la，2a 皿1a，皿2a，　IV2a廻間皿式後葉
坂本山6号 0．50－0．62 la，2a
新皇塚 0．72－1．00 2a
屋敷内B1号 0β9 1a 廻間皿式後半



































































































































































































時期 墳墓　名・ 所在 共伴土器 二重口縁壷 配置類型
1期 廻間SZO1①② 愛知 廻間1式中葉 B3
高部32号 千葉 廻間1式後葉 A1
神門5号 千葉 廻間1式後葉 有：Ila，12a Al
西上免SZOl 愛知 廻間H式前葉 A：12aB：2a有：12aB1，　B2，　B3
小田部 千葉 廻間H式前葉 A
2期 小菅波4号 石川 漆町6群 B A1
北平1号 長野 廻間皿式後葉 A1
弘法山 長野 廻間H式後葉 有：11a，1’1a Al
神門4号 千葉 廻間H式後葉 B：la A1
神門3号 千葉 廻間H式後葉 A：11a有：12a A1，　A2
下道添2号 埼玉 廻間H式後葉 A：11a，12a B3
下道添13号 埼玉 廻間1式後葉 A：11a B3
貝沢柳町1号 群馬 廻間皿式後葉 パレススタイル B1
3期 分校カン山1号 石川 漆町7群 B ?
宇気塚越1号 石川 漆町7群 A：12a ?
象鼻山1号 岐阜 廻間皿式前葉 A：11a，1’ Al，　D1
市杵島神社 愛知 廻間皿式前葉 A：12 Bl
中山36号 長野 A：Hla A1
北ノ作1号 千葉 廻間皿式前葉 A：IV3a A1
南志戸川2号 埼玉 廻間皿式前葉 A：13a　幽 ?
鷺　山 埼玉 A：12a B1
荒砥北原1号 群馬 廻間皿式前葉 A：Hla，∬2a B3，　C2
前橋天神山 群馬 A：Ia？　B：a A2，　C1？，D1
倉賀野万福寺1号 群馬 廻間皿式前葉 A：H2a　B：2a
?
駒形大塚 栃木 廻間皿式前葉 A1
宮東1号 福島 廻間皿式前葉 A：12a Bl
4期 宿東山1号 石川 漆町8群 B：2a Al，　B3，　C2
国分尼塚1号 石川 漆町8群 B：Ia，2 Al，　A3，　Bl
谷内16号 富山 漆町8群 B：Ia A1
山　谷 新潟 漆町8群 A1，　Bl
廻間SZOI③ 愛知 廻間皿式中葉 A：Hla Bl
新豊院山D3号 静岡 廻間皿式 A：1’ Al
東間部多2号 千葉 A：1’2a B1
能満寺 千葉 廻間皿式 A1
東川端1号 埼玉 A：13a B3
諏訪山29号 埼玉 廻間皿式 A：H2a Bl
元島名将軍塚 群馬 廻間皿式中葉 B：3a B3，　C2
堤東2号 群馬 廻間皿式 A：11a，皿la Bl，　B3，　C2
下郷SZO1 群馬 A：12a，　1’2a　B：2aC2
下郷SZ42 群馬 A：12a，13a C2
御正作1号 群馬 廻間皿式中葉 B：3a Bl
馬門愛宕塚 栃木 廻間皿式中葉 A：H2a Bl




時期 墳　墓　名 所在 共伴土器 二重口縁壷 配置類型
4期 男壇1号 福島 A：12a，皿2a C2
稲荷塚6号 福島 B：1a，2a C2
三ツ担1号 福島 B3
5期 雨の宮1号 石川 漆町9群 B3
関野1号 富山 漆町9群 B B1，　C2？
山王山11号 新潟 漆町9群 B Al，　A2，　B3
坂本山6号 三重 B：1a，2a B3，　C2？
新皇塚 千葉 B：2a B3
下斉田 群馬 廻間皿式後葉 Bl
矢中村東BSZO3群馬 廻間皿式後葉 Bl，　B3
屋敷内B1号 群馬 廻間皿式 B：1a Bl，　C2
堀ノ内CK身 群馬 廻間皿式後葉 A：HI　l　a，皿2a，　IV2a　B：2aBl，　B3，　C2
那須八幡塚 栃木 A：IV Al，　B2，　C3
佐自塚 茨城 A：皿2a Al，　B2，　Dl
狐　塚 茨城 廻間皿式 A：皿3a A1，　C3
本屋敷1号 福島 A：皿 A1，　B3
安久東’ 宮城 廻間皿式 A：IV2a C2
遠見塚 宮城 塩釜IIA 他：皿a B3
6期 深　長 三重 A：IV2a　B：2a，3a，3bC3
西野3号 三重 B C
青塚茶臼山 愛知 Bl4b？ C3
森将軍塚 長野 A：H3a，　IV3b C2
甲斐銚子塚 山梨 B：4b C3
熊野神社 埼玉 A：IV C2
堀ノ内DK－4 群馬 A：IV3b C3
箱石浅間 群馬 B C3
下郷天神塚 群馬 B C3
下侍塚 栃木 A：IV3a，　IV2b C2
山王寺大桝塚 栃木 A1，　C2，　D2
原1号 茨城 B A1，　A2，　B2
勅使塚 茨城 松川戸1式 A：IV2b A1，　C3
塩川十九壇1号 福島 A1
大安場 福島 A：IV2b C2，　D1
今熊野1号 宮城 A：IVla，　IV2b C2
雷神山 宮城 A：IV3a C
天神森 山形 A：IV2b C
7期 長坂二子塚 石川 B：2c C3
瓢　塚 静岡 A：IV3c
?
三変稲荷神社 埼玉 A：IV4b C3
川輪聖天塚 埼玉 Cl2c C3
北山茶臼山 群馬 C C2
北山茶臼山西 群馬 C：c？ C2






























































































































































































































































































































































会津盆地 中　通　り 浜　通　り 仙台平野 置賜盆地
1期
2期
3期 宮東1号30・8m　2B1（壷，高杯，甕）
4期 男壇1号　　　　■
@　　18×22m
b2（壷）
詹ﾗ塚6号　　璽　　　　25．3m
b2（壷）
三ッ坦1号16m■
a3（壷，高杯，
@小器台，鉢）
5期 本屋敷1号　　璽　　　　36．5mAl（壷，高杯）B3（壷，直壷，　小丸壷，甕） 安久東　22m璽C2（壼）
6期 塩川十九壇1号　■
@　　　　16m
`1（直壷，高杯，鉢）
雛・82m璽 今熊野1号24m□b2（壷）
ﾕ168・2
騰755m璽
7期
A1を行っている。会津盆地には杵ケ森，堂ヶ作山など3～4期に位置づけられそうな土器を
出土する墳墓が存在するが，それらの土器配置は明確ではない。しかし，堂ヶ作山はC類型
を行っていた可能性が強く，また127mの前方後円墳である亀ケ森では埴輪を伴うC類型を
行っている。また，倣製三角縁神獣鏡が出土した会津大塚山では土器配置は全く不明である。
　中通りでは4期の三坦1号にB3が見られ，6期まで降るとC類型を持っ大安場が築造され
る。浜通りでは本屋敷古墳群でA1が行われている。そのうち1号は5期に位置づけられる。
　福島県ではA1類型とC類型が均衡しているが，会津盆地では表に記載していない大型墳墓
を考慮すればC類型優位と言えるかも知れない。また，会津盆地では北陸系土器を伴う墳墓
が多いのも特徴である。
　宮城県では主に仙台市・名取市域と鳴瀬川流域に墳墓が営まれる。仙台市の安久東は小規模
ながら，5期に位置づけられる企画的な二重口縁壷を囲続配列していたと考えられる。同じく
5期と思われる遠見塚はB3を行っているが，寧ろ仙台平野では異色な存在である。6期以降
は今熊野1号や雷神山などC類型の土器配置を行う墳墓が引き続き営まれる。
　鳴瀬川流域でも，正確な時期はわからないが青塚，夷森，熊野堂，蜂谷森などでC類型を
行っていたと推定され，宮城県の広範囲でC類型が主要な土器配置として採用されていたと
言える。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　古屋　紀之
　山形県の前期の墳墓はほぼ県南部の置賜盆地に限られる。土器配置が明確にわかる資料は少
ないが，天神森ではC2を行っていたと思われる。また，小規模前方後方形墳墓の蒲生田山3・
4号は3～4期に遡る土器が出土しているが，焼成前に底部を穿孔する企画的な壷が複数個体
周溝の広範囲から出土している9）。仙台平野と同様に置賜盆地でもC類型主体と考えてよいだ
ろう。しかし，南陽市に所在する96mの規模をもつ前方後円墳の稲荷森の土器配置は不明で
ある。
　東北地方では4期という早い段階でC類型を行う墳墓が出現し，6期にC類型が一般化す
る。このことは群馬県域を除く東日本のほとんどの地域において，C類型の出現が6期を待た
なければならないことを考えると，C類型の早期出現は東北地方の特色と言える。会津盆地の
おける墳墓の密集度と墳丘規模のヒエラルキーの存在，C類型の受容の早さは，群馬県域に非
常に似た状況を示している。
　IV－3　各土器配置類型の様相
　各地域ごとに土器配置の様相を述べてきたが，次に類型ごとの様相をまとある。
　（1）土器配置A類型（墳頂集中配置）の様相
　A類型の中で主体を占めるのはA1（主体部上集中配置）である。　A2，　A3は類例も少なく
単独で行われる場合はほとんどないので，ここではAlを中心に記述を進める。
　Alの分布を見ると関東地方東部と北陸地方の二つの核があることに気づく。前者では千葉
県の東京湾東岸地域で1・2期を通じて存在し，3・4期で千葉県の各地，栃木県那須地方に広
がり，5期に茨城にも波及する。しかし，5期以降の諸例はほとんどの場合他の類型と併せて
採用されており，A1を単独で行う千葉県の諸例と異なる。その点，3期の駒形大塚はAlを
単独で行っており，千葉の例に近い。東関東のAlを構成する器種は多様であるが，高杯に限
られる場合もある。高杯を中心とした器種構成が特徴的であると言えるかも知れない。このよ
うな器種構成に代表される東関東のAlを「東関東型」と呼ぶことにする。
　一方，北陸では2期に小菅波4号が出現して以来，A類型は金沢平野を核にして東進する。
そのピークは4期であり，5期の例は今のところ新潟県の山王山墳墓群の例に限られる。北陸
地方のA類型もやはりA1が主体だが，その器種構成で壷1個体のみの配置が注意を引く。
石川県，富山県のA1の4例が壷1個体のみの配置である。現段階では資料数は少ないが，北
陸地方の特色といえるのではないだろうか。このような器種構成をもっA1を「北陸型」と呼
ぶことにする。新潟県の山谷では多器種によって構成されるAlを行っているが，これは石川
県，富山県においてA2，　A3，　B類型で採用していた土器群を主体部上に持ち込んだものとい
えよう。
　他の地域のA類型を見てみよう。東海地方では新豊院山D3号で東関東型A1を行っている。
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　　　　　　　　　　　　　墳墓における土器配置の系譜と意義
中部高地では善光寺平の北平1号が東関東型，松本平では弘法山が東関東型，中山36号が北
陸型のA1を行っている。東北地方では福島県に限られ，浜通りに本屋敷1号，会津盆地に十
九壇1号，4号がそれぞれ東関東型のA1を行っている。
　A類型にっいてまとめると，A1を主体に1期から存在し，3期以降は金沢平野，東京湾東
岸地域を核として，時期が降るごとにその分布を緩やかに東進させている。
　（2）土器配置C類型（囲饒配列）の様相
　C類型でC1（いわゆる方形区画囲続配列）としたものは前橋天神山で推測されている他は，
群馬県朝子塚の1例のみである。また，C2は実際に墳頂部に破片が残されている例は希で，
墳丘斜面や周溝での出土状況からC2と判断されることが多い。しかし，実際の土器の原位置
を決定することはたいてい難しく，C3との厳密な区分は困難である。以上の理由でC類型を
一括して考察することにする。
　東日本のC類型の出現の早さは地域によって差がある。早い地域では群馬県（3期），少し
遅れて金沢平野，会津盆地（4期）が続く。これ以外の地域はC類型の出現が6期まで降るの
が一般的なようである。
　6期以降では埴輪を伴う例が増加するが，本稿では東日本における埴輪の出現にっいてはと
り挙げなかった。今後検討すべき重要な課題である。円筒埴輪が出土する墳墓にっいては今後
の検討を要するものの，本稿の土器配置類型のうちC類型に含めて差し支えないと考えてい
る。それは円筒埴輪自体が囲続配列を目的として創出されたと考えるからである。それはさて
おき，東日本における埴輪を伴う墳墓の大部分は6期以降に出現すると考えられる。例を挙げ
れば福井県手繰ケ城山，六呂瀬山1号，三重県石山，向山，愛知県青塚茶臼山，昼飯大塚，坊
の塚，静岡県松林山，三池平，長野県森将軍塚，山梨県甲斐銚子塚，岡銚子塚，群馬県下郷天
神塚，浅間山，朝子塚，栃木県藤本観音山，小曽根浅間山，茨城県長辺寺山，福島県亀ケ森な
どである。これらはいずれも大型の前方後円墳・前方後方墳であり，これらをC類型に含め
ることによって囲続配列の性格がより理解しやすくなるだろう。
　（3）B類型の様相
　本稿でB類型に含めたものは，その原位置によって2種類に分けられる。たとえばB1であ
れば，もともとくびれ部に据え置いたものと，墳頂に置かれていたものがたまたまくびれ部に
崩落してきたものとでは，当然もとの土器配置は異なる。また投棄という可能性もあろう。し
かし，実際に出土状況からそれらを判断することは困難な場合があり，ここでB類型とした
ものの中には実に様々なパターンを含んでいることになる。よって，時期，地域，器種構成に
おいて何らかの傾向を抽出することは難しいが，気づいた点をいくっか述べておこう。
　B類型がA類型に伴う地域は北陸，茨城にほぼ限られ，おおよそB類型はC類型に伴うこ
とが多い。1・2期からB類型を行う地域ではA類型を受容しないため，両者は相入れぬもの
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だったのかも知れない。しかし，東海地方，東北地方のようにB類型とC類型が決して共伴
することなく別々の墳墓で行われている地域もあり，様相は複雑である。B類型がC類型に
伴うのは石川県，北関東で，特に群馬に特徴的であると言える。
　B類型を単独で行う例は少ないが，1・2期の例は全て単独である。3期に入ってからの埼玉，
栃木ではB類型を単独で行う墳墓がある。しかしこれらの墳墓でのB類型のあり方もまちま
ちであり，統一性がない。
　B類型にっいてまとめると，A類型やC類型のような明瞭な傾向もなく，　Bl，　B2，　B3と言
う分類も現状では何も語らない。B類型については今後の資料の増加を待って厳密な分類，分
析がされるべきであろう。
V　土器配置と祭祀
　V－1土器配置の意味するもの
　さて，これまでは土器配置という現象にっいて分析してきたが，土器配置はいったいいかな
る目的で行われたのだろうか。土器配置に限らず，墳墓を構成する各要素は葬送祭祀の中であ
る役割を担っていると思われるが，土器配置が葬送祭祀全体の中でどのように位置づけられる
かを検討してみよう。
　土器配置という行為は墳丘，埋葬施設，副葬品などとは異なり，遺骸の埋葬そのものとは直
接物理的な接触はなく，遺骸埋葬との時間的な先後関係は不明な場合が多い。しかし，A1類
型に関しては確実に埋葬終了後と言えるし，C類型に関しても，畿内のC1を例に挙げると墓
壌の埋土上に埴輪を樹立する場合が数例有り，土器配置が一般的に遺骸の埋葬終了後に行われ
たと推量することは可能だろう。とすれば，これは墳墓における一連の葬送祭祀の最終段階に
行われた行為であり，近藤義郎・春成秀爾も指摘するように首長権継承の場となった可能性が
高い（近藤・春成1967）。墳墓にまっわる一連の祭祀を広義の葬送祭祀とするならば，土器や
埴輪を伴うこの最終段階の祭祀は狭義の葬送祭祀であり，首長権が最も強く意識され，首長に
対する集団の意思が最も表れるはずである。土器配置はそうした狭義の葬送祭祀の痕跡であり，
その類型の差には政治的な解釈が当然為されるべきであろう。
　V－2祭祀と儀礼
　ここで論を進める前に祭祀と儀礼という用語にっいて言及しておきたい。本稿で扱った土器
配置について，これまでの研究史の中では祭祀・祭式・儀礼・儀式など多種多様な言葉が使わ
れてきたが，必ずしも厳密な使い分けがされてきたわけではない。これらの言葉を大別すると
「祭」と「儀」に分けられるが，実はこの二っの文字の意味は大変異なるのである。「祭」は神
や祖先をまっることで，その行為をまっりと言う。一方「儀」はのっとる，かたどるもので，
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「儀式」にはのり，おきて，作法などの意味がある。っまり一定の形式を持ったやり方であ
る1°）。用語を整理すれば，「祭祀」は「祭」と同じでまっる行為とその精神・思想の総体を表
し，「祭式」はそのやり方・方法と言える。祭式のうち一定の形式を持ったものが「儀式」・
「儀礼」である。これら自身は精神や思想までは含まれず，あくまでも方法のみを表すが，そ
こには背後に存在する祭祀の性格が色濃く反映されるだろう。
　さて，これまで分析してきた土器配置類型のうち儀式をもっ祭祀と認定できるのはどれであ
ろうか。分析の結果は明らかにA1とC類型に儀式の痕跡を認めている。ここで儀式にこだわ
る理由は，狭義の葬送祭祀の際に同じ儀式を行う集団は首長権の継承に対して同一の思想を持っ
ていたと考えられ，弥生時代から古墳時代にかけての首長の性格の変遷を如実に描くことがで
きると考えるからである。
　V－3　葬送祭祀における2系統
　ではA1・C類型それぞれの出自や具体的内容を検討し，その性格を明らかにしてみよう。
　（1）Al類型
　東日本の弥生墓制の中には明確な土器配置を示すものはない。したがってAl類型は東日本
の葬送祭祀における初めての儀式といえよう。その起源にっいては塩谷修が山陽・山陰の弥生
時代後期の墓制に求めている（塩谷1990）。しかし，これは配置位置にっいての起源であって
使用される土器の系譜自体は在地の後期弥生土器の系譜を引くものと外来系のものとがあり，
後者は東海西部・畿内・山陰・北陸などと実に様々である。なお器種構成については東関東型
については山陰と同じだが，北陸型にっいては壷1個体だけを主体部上に置くことは山陰でも
弥生時代後期の北陸でも行われておらず，その系譜は不明である。丹後で弥生時代後期に盛ん
になる墓墳内破砕土器供献では土器1個体である場合が7割近くを占めると言う（肥後1994）。
しかし，そのほとんどは甕であり，また後期後半からは高杯などの食膳具が主体を占あるとい
う。Al類型北陸型の器種構成の出自を丹後に求めることは難しいようだ。
　また山陰に祭祀の出自を求める場合，その波及ルートが問題となる。福井県小羽山30号は
四隅突出型墳墓で主体部上に漆町編年の2群に位置づけられる大量の土器を埋置していた。ま
さに山陰の葬送祭祀の影響を直接受けた墳墓といえるが，漆町4群以降の北陸の墳墓との断絶
は大きい。山陰と東日本を結ぶ京都府・滋賀県でのA1類型の分布は明らかではない。実は東
海西部地方では弥生時代後期に三重県津市高松墳墓などでA1類型が行われており，岐阜市瑞
龍寺山山頂遺跡でもその可能性がありそうだ。これらと北陸における小羽山30号のような山
陰の影響を色濃く受けた墳墓がどのように関係してくるのかは明らかではない。現段階では瑞
龍寺山や高松のような東海西部地方の墳墓にA1類型の直接の出自を求めたいが，それらがい
ずれ中間地域を媒介として山陰にっながる可能性は十分残されていると思われる。
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　ではA1類型はどのように東日本に普及したのだろうか。塩谷修はこの問題にっいて「政治
的に見れば吉備勢力の意志が大きく反映していた可能性を考慮すべきと思われる」と述べてお
り，影響を与える側の意志を重視している。しかし，Al類型の内容は実に様々であり，むし
ろ受け手側の自由な選択と解釈した方がよいのではないだろうか。このような状況は大村直の
言を借りれば「間接的な情報下の中での在地的な中央志向」と表現される（大村1995）。
　以上の検討からA1類型の土器配置を行う葬送祭祀の性格を以下にまとめる。まず儀式の内
容は比較的自由な選択の幅を持っており，その選択は祭祀を行う集団の意志によるものであっ
たと考えられる。また土器の配置される位置が主体部上なので，被葬者と祭祀を行う集団の構
成員が比較的近い関係にあったという事も指摘できよう。そこには一般構成員からはるかに隔
絶した首長の姿は思い浮かばない。
　（2）C類型
　東日本のC類型の起源は，その機能を追求することによって自ずと明らかになる。C類型
の土器配置を行う祭祀の特徴として，被葬者を外界から隔離するという性格が挙げられよう。
C類型の中でも方形区画囲緯配列（C1）は主体部の周辺だけを囲うので比較的被葬者に接近
することができる。ところが，C1に加えて墳頂周縁を囲緯するC2や墳丘全体を囲緯するC3
を行うようになると，被葬者と祭祀を行う者は儀器化された土器や埴輪の列によって遠く隔て
られることになる。おそらくClが囲続配列の初源的な形態であり，被葬者である首長の，一
般成員からの隔絶性を高めるためにC2・C3へと囲続の輪を拡大させていったのだろう。この
ように考えると囲緯配列を行う儀礼をもっ祭祀は，首長層の隔絶化・固定化を促進させ，階級
分化を深化させる機能があったと考えられる。
　ここで，C類型の起源を具体的に言えば，それは奈良盆地東南部に根拠地をおいた初期大和
政権の葬送祭祀に求められよう。囲緯配列という配置状況，底部穿孔二重口縁壷という器種の
系譜と構成がすべて畿内出自を持っと考えられることも大きな理由であるが，それよりも，集
団から首長層を遊離させる機能が，おそらく各地の首長を広域の首長連合の中に組み込もうと
していただろう大和政権の動向と一致する事が重要である。これだけ広域で整備された儀式の
創出を為しうるのは一地域の首長ではあり得ないと思われる。
　東日本への波及の仕方はA1類型とは著しく異なる。まず群馬県平野部と会津盆地に拠点的
に出現し，その後6期には東日本のほとんどの地域に波及する。それに伴いA1類型の分布は
次第に東進する。主に6期以降は埴輪を伴うものが増加し，100mを越える規模を持っ墳墓が
主な平野・盆地に築造される。また，C類型は大型墳墓に限らずその周辺に造られた小型墳墓
にも採用されており，階層性の存在をうかがわせる。
　以上の検討からC類型の土器・埴輪配置を行う葬送祭祀は大和政権によって整備され，各
地域の首長を一般成員から隔絶させるとともに，奈良県東南部の首長を頂点とする政治連合に
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組み込むという機能があったと思われる。つまり各地の首長は大和政権の葬送祭祀を行うこと
によってその首長権の世襲化を図ったのだろう。よってC類型の土器配置を，成熟した階級
社会，すなわち古墳時代の幕開けを告げる一要素として認定したい。
VI結論と展望
　VI－1東日本の古墳時代の開始
　本稿では土器配置の分析から葬送祭祀の系譜を通して政治的な背景を考察してきた。分析の
結果，東日本では弥生時代から古墳時代へと移行する過程で，墳墓における土器祭祀に大きく
三っの画期があることが明らかになった（図12）。第一は1期のA1類型の東日本への波及，
第二は3期の群馬県平野部・会津盆地におけるC類型の出現，第三は6期のC類型の広域拡
散である。底部穿孔二重口縁壷や埴輪を囲続配列（C類型）した墳墓に葬られた首長は大和を
中心とする政治連合に参加していたと思われ，その他のほとんどの墳墓は連合外で自由な意志
によって築造された墳墓だと考える。したがって，それぞれの画期の解釈にっいては更に検討
しなければならないことは多々あるが，現段階の一応の結論として，古墳時代という時代区分
を政治史的な観点から区切れば，東日本におけるその始まりは本稿の時期区分の6期となる。
それは土器編年軸に置き換えると東海西部の松河戸様式の成立（赤塚1994），北陸の漆町10
群（田嶋1986），関東の五領式の後半（大村1982），畿内ではおよそ纒向5式（石野・関川
1976）・布留2式（寺沢1986）に比定できる。しかし，連合に参加したすべての首長が囲纏配
列を伴う葬送祭祀を行ったかどうかは，奈良盆地東南部でも囲続配列を行わない大型墳墓の存
在を考慮すると，更に検討する必要があろう。そして，それらの墳墓の被葬者の性格は，おそ
らく囲続配列によって隔絶された墳墓の被葬者とは大変異なると予想される11）。西日本も含め
た全国的な分析を経て，はじめて各土器配置類型の性格が明らかになると思われる。
　VI－2　土器配置論の展望
　本稿は古墳時代の開始という問題について，これまでの墳丘・埋葬施設・副葬品といういわ
ば3本柱の研究に土器配置という柱を加えることによって，より安定感のある歴史叙述が望め
ないだろうかという問いが執筆の動機となっている。結果的には土器配置論は望みうる成果を
十分得られる見通しがっいたと思うが，各墳墓の調査場所・面積による類型の偏りもあり，ま
だ分析資料の量的・質的な不安定さを払拭しきれない。また，他の3本柱と立体的な相関関係
による墳墓構造論にも言及していかなければならない。以下に課題と展望を列挙してまとめと
したい。
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課　題
　・各土器配置類型の認定方法
　・土器祭祀を行わない墳墓の解釈
　・東日本における埴輪の編年
　・西日本における土器祭祀の系譜
　・囲緯配列（C類型）の成立の問題
展　望
　・墳墓を構成する各要素の役割・意味の究明
　・墳墓を構成する各要素との立体的な相関関係の究明
　・初期国家論への言及
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註
1）近藤義郎は成立時の前方後円墳の特質として，①鏡の多量副葬志向，②長大な割竹形木棺，③墳丘
　の前方後円形という定型化とその巨大性，の三つの項目を挙げている（近藤1983）。ここでも墳丘・
　埋葬施設・副葬品の三つが重要視されていることが分かる。
2）　個人の研究では大村直（1982），田嶋明人（1986），赤塚次郎（1990）など，また研究会では古墳時
　代研究会（1997）が代表的なものであろう。また，日本考古学協会おける二つのシンポジウム，1981
　年の『関東における古墳出現期の諸問題」（日本考古学協会1987）と1993年「東日本における古墳出
　現過程の再検討』（甘粕・春日1994）も重要であろう。
3）本稿における畿内系二重口縁壷とは畿内第V様式に系譜を求あられる二重口縁壷あって，田ロー郎
　の伊勢型も含む（田口1981）。畿内系有段口縁壷は庄内式に特有な櫛描による波状文。直線文や円形
　浮文・円形竹管文などによって加飾され，口縁部の外側に粘土帯を付加させて段を形成するものを指
　す（図1）。有段口縁壷に限らず，このような加飾壷について置田雅昭（1974）・小嶋芳孝（1982）・
　赤塚次郎（1997）らはその起源を東海西部地方に求めているが，現段階では畿内第V様式の系譜を引
　く土器とした方が妥当であろう。なお，畿内系二重口縁壷の研究史は野々口陽子がまとめている（野々
　口1996）。
4）図4－1中の象鼻山1号出土土器（20）は現地説明会資料の図面をトレースして掲載した。正報告前
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　の資料の掲載を快く承諾してくださった富山大学考古学研究室の宇野隆夫先生に感謝する。またその
　際，大塚初重先生のお手を煩わせたことに対してお詫びするとともに，この場を借りてお礼申し上げ
　たい。
5）埋葬施設内から出土する土器にっいては大庭重信の優れた研究があるので参照していただきたい
　（大庭1996）。
6）廻間SZOlでは，報告書によれば，墳丘築造後に①廻間1式1～2段階，②廻間1式3～4段階，③
　廻間皿式2段階，のそれぞれの時期に土器祭祀・土器投棄が行われたと推定される（①②③は表11
　と共通）。
7）北島大輔氏のご教示による。
8）　ほかに著名な墳墓として木更津市手古塚や君津市道祖神裏などをあげることができよう。前者は
　60mの前方後円墳で倣製三角縁神獣鏡が出土しているが，排水溝と粘土廓の接点に布留甕が置かれ
　ていた。後者は56mの前方後方墳で埋葬施設は未調査だが周溝から平底の甕が出土している。両者
　とも，今のところC類型を行った痕跡はない。千葉県では手古塚，能満寺，道祖神裏，新皇塚など
　の中型墳墓においてさえC類型を全く受け入れなかった可能性が強く，100mの規模をほこる今富
　塚山と対比させる上で興味深い。
9）　南陽市教育委員会の吉野一郎氏・角田朋行氏のご好意により資料を実見させていただき，また出土
　状況など懇切丁寧な説明を受けた。
10）　諸橋轍次（1984）『大漢和辞典』修訂版，大修館書店によった。
11）　奈良盆地東南部の大和古墳群で大王陵と推定される箸墓，西殿塚，行燈山，渋谷向山やそれらに近
　接した東殿塚，中山大塚，櫛山では特殊器台や埴輪が確認されているのに対し，最近鏡の出土で話題
　になった下池山，黒塚では埴輪の類は現在まで確認されておらず囲緯配列はされなかった可能性が高
　い（橿考研1997・大和古墳群調査委1998）。被葬者の性格の違いによるものだと思われるが，今後具
　体的に検討しなければならない問題である。
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墳墓における土器配置の系譜と意義
The　Disposition　of　Pottery　at　Mound　Tombs：
The　Beginning　of　the　Kofun　Period　in　Eastern　Japan
FURUYA　Noriyuki
　　　The　dividing　line　between　the　Yayoi　and　the　Kofun　periods　in　Eastern　Japan　is　not
apparent　because　there　has　been　no　clear　definition　of　the　term　h（）fun　or“mound　tomb．”
Considering　that　the　Kofun　period　is　usually　regarded　as　a　highly－developed　class　soci－
ety，　the　important　issue　is　not　the　definition　of　the　term　leofun；rather，　it　is　a　deciphering
of　the　political　circumstances　of　the　chieftains　buried　in　the　tombs　in　question．　This
thesis　studies　the　disposition　of　the　pottery　found　at　tombs　in　order　to　solve　this　problem．
　　　The　results　of　this　study　show　that　there　are　two　distinct　patterns　in　the　disposition
of　pottery　at　tombs．　One　shows　a　disposition　of　pottery　concentrated　above　the　burial
site，　i．　e．　on　the　top　of　the　mound；the　other　has　the　pottery　arranged　around　the　burial　site
of　the　mound．　These　differences　could　refer　to　the　rituals　associated　with　funeral　rites
and　worship．　The　function　of　the　latter　disposition　was　to　separate　the　chieftain　from　the
general　public，　and　this　disposition　style　can　be　traced　back　to　the　rituals　of　the　political
powers　of　Yamato．　In　conclusion，　the　latter　style－or　surrounding　disposition　of　pottery
－can　thus　be　seen　as　one　of　the　indices　of　the　beginning　of　the　Kofun　period．
Keywords：the　beginning　of　the　Kofun　period，　Eastern　Japan，　mound　tombs，　pottery　disposition，
　　　　　　　　funeral　rites
81
